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お話 聞かせて下さい！
Q. 小坂さんについて教えてください。
A. 沓小・中・利高出身。世の中の動きに興味を持ち、経済
の仕組みについて学びたくて、札幌の大学で経済学を
専攻し、卒業後は札幌の証券会社に就職しました。24歳
の時、家庭の事情もあり、迷った末に家業の漁師を継ぐ
ことに。 子どもの頃は、自然に合わせて生活する仕事が
大変そうで、漁師になろうとは全く思っていませんでした。
わんぱくで、帰宅すると宿題もそこそこに、海や山でよく

遊びました。先生によく怒られましたが、児童会役員を務
めたり、野球や剣道、高校ではバレーボール部に所属し
たりと、様々なスポーツに打ち込んできました。

Q. 今のお仕事と、夢について教えてください。
A. 漁業と水産物の加工・販売、宿泊などを手掛ける株式
会社「膳」を経営しています。利尻のこれからを考え、必
要なものをつくっていきたい。利尻の可能性を信じ、それ
を形にしたい。自分なりにできることは何かを考えてきま
した。めちゃくちゃ忙しい毎日ですが、高齢化が進む利尻
であっても、もっと若者が利尻に魅力を感じられるよう、
自分たちが引っ張っていきたいと思っています。ま
た、頑張っている若手に刺激を与えられる存在で
ありたいと思いますし、それが自分の原動力にも
なっています。

Q. 子どもたちへメッセージをお願いします。
A. 良い環境で学び、素敵な利尻で生活できる喜び
を感じてください。これから島を離れる人も、故郷で
ある生まれ育った場所を大切に思い続けられる人
であってほしい。困ったときには心の支えとなる、利
尻という大きな存在があることを忘れずに！
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曇り空でも、笑顔で遠足！

植村さんの同級生としてご紹介いただいた小坂さん。子どもたちに漁業の魅力を伝
えてくださる漁業士としても、日頃からお世話になっています。「利尻の可能性を信じ、
島を盛り上げてくれる人を育てていきたい。まだまだ捨てたもんじゃない。死ぬまで
利尻！」力強い言葉が、今も胸に残っています。

低学年は森林公園から神居海岸パークまで、中学年は本泊から富士
野園地を経て温泉まで、それぞれ元気に歩きました。鴛泊は時折薄日
が差す天気でしたが、神居方面はあいにくの曇り空。それでも、子ども
たちはおいしいお弁当を味わい、仙法志小学校との合同レクリエーショ
ンやカニ釣りなどを楽しみ、笑顔あふれる一日となりました。天候に左
右されることなく、思い出に残る満足感いっぱいの遠足となりました。

日 曜 行事予定（児童・ＰＴＡ）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水 利尻浮島まつり(沓形)

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火 山の日

12 水 学校閉庁日

13 木 学校閉庁日

14 金 学校閉庁日

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水
児童集会
図書ボランティア打ち合わせ

20 木
特①　なかま④
ALT

21 金
10:00～劇団四季利尻公演　
生活リズム見直し週間（～２８日）

22 土

23 日

24 月 特②

25 火
二計測（４～６年）
８月定例職員会議

26 水
４年生以上特別日課②　児童会⑥ 
２計測（１～３年） ＰＴＡ運営委員会②

27 木
ALT
小小交流（高）②

28 金 ALT（AM）

29 土
休日参観日
午後【14：00～映画観賞会】

30 日

31 月 休日参観日の振替休業日

大人に叱られないようにすることばかり考えて行動する子どもはいませんか。叱られないように
行動することはある意味大事なことですが、それだけでは十分ではありません。「叱られない」こと
が判断の基準だと、大人の目の届かないところでは、社会のルールや他者との関わりなどを考え
ずに行動してしまうかもしれないからです。
将来社会で自立した人間として生きていくためには、社会のルールや他者との関わりなどを考

慮して自らを律する「自律心」が必要です。自律心を育てるには、子どもが自身の行動を内省し、
次からどうすべきかを自分自身で導き出す経験を積み重ねる必要があります。
大人ができることは、道を示し、それに従わせることではなく、子どもの思考に寄り添い、共に考え
ることです。故に自律心を育むのは難しいことなのです。

■ 自律心を育むプロセス
【経 験】 子ども自身が行動する
【内 省】 どう感じたか、なぜその行動をしたかを考える
【概念化】 次からどうすればよいかを自分で導き出す
【実 践】 自分で納得した上で自発的に行動する

  

 この思考・実践のサイクルが習慣化し、自分自身で答えを出し、行動できるようになれば、自律
心が育ったと言っても良いかと思います。学校では、子どもの話に耳を傾け、対話をすることで内
省を促し、次からどうすれば良いかを導き出す手伝いをしています。また、子どもは失敗するもの
なので、似たような行動を繰り返すことがありますが、それを責めるのではなく、過去を振り返りな
がら再び共に考えるようにしています。ご家庭でもいかがでしょう。
 意思決定の基準が、自分の心の外側の「大人に叱られるかどうか」ではなく、心の内側の「他
人にいやな思いをさせないか」「社会のルールから外れていないか」に変わっていくことを願って
います。

自律心を育む 校 長 畑 慎 司
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